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第8章 計画の進行管理 

8.1 目標値の設定 

8.1.1 目標値一覧 

本計画の達成状況を判断するため、各誘導施策により、都市機能や居住の誘導、公共交

通の利用促進が進んでいることが確認できるよう、次に示す指標を設定します。 

 

表 8 指標①「居住誘導」に関する目標値 

指標名 現状値 

（2015年） 

中間目標 

（2030年） 

目標値 

（2040年） 

居住誘導区域内の

人口密度 

（人/ha） 

33.9 31.0 28.0 

 

表 9 指標②「都市機能誘導」に関する目標値 

指標名 現状値 

（2015年） 

中間目標 

（2030年） 

目標値 

（2040年） 

エリア毎の誘導施

設の充足数 

（施設） 

9/10 9/10 10/10 

 

表 10 指標③「公共交通」に関する目標値 

指標名 現状値 

（2015年） 

中間目標 

（2030年） 

目標値 

（2040年） 

市内循環バスの 

便数 

（便） 

6 6 6 
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8.1.2 参考：目標値①の設定根拠 

指標①「居住誘導区域内の人口密度」は、2015 年の現状値が 33.9 人/ha であるのに対

し、国立社会保障・人口問題研究所の推計に基づく 2040 年の将来値（すう勢値）は、26.7

人/ha まで減少する見込みですが、本計画による居住誘導の施策等を講じることによる

2040 年の目標値を 28.0 人/ha と設定します。 

 

 

  

図 15 居住誘導区域内の人口密度の推移 

※すう勢値の人口密度=国立社会保障・人口問題研究所の推計に基づき算出した人口密度 

※目標値の人口密度＝国立社会保障・人口問題研究所の推計との整合を図りつつ、居住誘導施策により達成を目指す人口密度 

※2040 年までの居住誘導区域の面積は不変と仮定 
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8.1.3 参考：目標値②の設定根拠 

指標②「エリア毎の誘導施設の充足数」については、今後人口減少が進行する中、厳し

い状況が予想されますが、本計画に基づく施策等を講じることで、充足数を維持・向上さ

せることを目標として設定します。 

エリア毎の誘導施設の充足数の設定方法は、都市機能誘導区域を図 16 に示す３つのエ

リアに区分した上で、表 11 に示すとおり、各エリアに存在する誘導施設（※行政施設を

除く）の状況から設定したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 都市機能誘導区域のエリア区分図 

 

表 11 エリア毎の誘導施設の充足数（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

機能 誘導施設
肥前鹿島駅
周辺エリア

市役所
周辺エリア

肥前浜駅
周辺エリア

考え方

- 〇 -

(1施設)

〇 〇 -

(1施設) (2施設)

〇 - -

(4施設)

〇 〇 〇

(3施設) (1施設) (1施設)

〇 〇 ×

(4施設) (3施設) (0施設)

〇 〇 〇

(6施設) (3施設) (1施設)

〇：誘導施設が充足されているエリア、×誘導施設が充足されていないエリア

9/10

(26施設)

エリア毎の誘導施設の充足数（赤枠内）

参考：施設数の合計（赤枠内）

都市計画マスタープランで示
す「公共公益系拠点」である
市役所周辺エリアや、公共
交通のアクセス性の高い肥
前鹿島駅周辺エリアに配置
する。

市民アンケートの結果を踏ま
え、病院は公共交通のアク
セス性の高い肥前鹿島駅周
辺エリアに配置するととも
に、診療所はすべてのエリア
に配置する。

市民アンケートの結果を踏ま
え、スーパーマーケットはす
べてのエリアに配置する。

市民アンケートの結果を踏ま
え、金融機関はすべてのエ
リアに配置する。

行政

医療

商業

金融

市役所

複合コミュニティセン
ター

病院

診療所

スーパーマーケット

銀行・信用金庫等、郵
便局
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8.1.4 参考：目標値③の設定根拠 

指標③「市内循環バスの便数」については、今後人口減少が進行する中、厳しい状況が

予想されますが、本計画に基づく施策等を講じることで、現状水準を維持していくことを

目標として設定します。 

図 17 は、市内循環バス時刻表です。市内循環バスは現状で 6 便運行しており、今後、

人口が減少する中でも、市内循環バス数の現状維持を目標とします。 

 

 

図 17 市内循環バスの時刻表 
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8.2 計画の進行管理と見直し 

本計画に記載された施策・事業の取組み状況においては、一定期間ごとに取組み状況の

調査、分析及び評価を行い、本計画の進捗状況について検討を行うとともに、必要に応じ

て、適切に本計画の見直し等を行うものとします。 

今後の社会人口動態の変化や効果なども評価・検証しながら、PDCA サイクルの考え方

に基づき、継続的に計画の評価、見直しを行い、計画の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 ＰＤＣＡサイクルに基づく計画管理 

 

 

 

【Plan：計画】 

 立地適正化計画

の策定 

 立地適正化計画

の修正 

【Check：確認】 

 進捗状況の把

握、目標の評価・

検証 

【Do：実行】 

 都市機能誘導施

策の実施 

 居住誘導施策の

実施 

【Act：見直し】 

 評価・検証に基づ

いた改善項目の

検討 
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